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◆バーチャルエイズ検査 

  

        

 

 半田保健所のエイズ検査担当窓口は生活環境安全課です。お近くの職員に「エイ

ズ検査を受けたいのですが」と声をかけてください。言いにくい場合は「血液検査を受

けたい」でも、単に「検査を受けたい」でも構いません。 

 「エイズって声に出して言うのは抵抗がある」という方のために、次のようなリーフレ

ットを用意しました。 

 リーフレット「HIV 抗体検査を受けるには」を担当に差し出すことで「私はエイズ検査
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を受けに来ました」という意思表示となります。リーフレットは生活環境安全課の受付

カウンター上にあります。 
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プライバシーを守るため、個室で問診を行います。ちなみに、検査結果の通知も同様

に個室で行います。これは結果が陽性でも陰性でも同様です。 

 

 よく、「結果を聞きに行ったら個室に案内されたので、てっきり結果が陽性なんだと

思った」とおっしゃる方がいますが、結果がどうであってもプライバシー確保のために

個室を使用しています。 

 HIV に関して不安なこと、気になることがあれば何でもお尋ねください。 

         

 この問診でまずお聞きするのは、年令、性別、国籍、居住地域です。匿名検査です

ので、もちろん名前は聞きません。 
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 問診では「感染したかもしれない日から３ヶ月以上たっているか」についてもお尋ね

します。 

 保健所で行っている検査は、HIV が感染したことによって体内に作られる抗体を調

べる検査ですが、この抗体は、感染してから３ヶ月以上経っていないと十分に増えて

いないことがあることから、正確な検査結果を得るためにお聞きしています。 

           

 

 

 

 

 

 

 匿名検査なのでお名前は聞きません。そこで、本人確認には受付番号を使用しま

す（５H-の後ろに○○○○と４桁の数字が入ります）。 

  なお、電話での検査結果通知は本人確認が行えず、プライバシーを守れない恐れ

があるため、行っておりません。 
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 問診が終わると、採血室（二階）にご案内します。混雑している場合は少しお待ちい

ただくこともあります。 

     

 使用する真空採血管です。採血管はもちろん、採血に使用する器具類は滅菌され

ており、全て使い捨てにしていますので、ここから感染症に感染することはありません。

ご安心ください。 
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 採血は保健師が行います。 

       

 採血方法です。 
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 検査のために採取する血液は約５ｍL です。だいたいこれぐらい。 

 

 以上で検査は終了です。受付票をなくさないようにお帰りください。ここまでの所要

時間は 15 分程度です。 

 ※即日検査の場合は、約２時間後に検査結果をお伝えします。 
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【結果の通知】 

      

 

 

 

 

 

 

 

検査受付票をお忘れのないように。窓口で受付票を職員に提示すると、生活環境

安全課職員が対応し、個室にご案内します。 

 ※即日検査の場合、約２時間後に結果をお伝します。（検査の特性上、本来陰性で

あっても約１％ほどの方がその日に結果が出ないことがあります。この場合、さらに

精密な検査を行いますので、1 週間程度お待ちいただくことがあります。） 

なお、その際は、検査結果を聞きに来る前に保健所にお電話していただき、「受付

番号○○○○で血液検査を受けたのですが、検査結果は出ていますか？」と確認し

てからお越しください。 
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 検査結果はこのような紙でお渡しします。紙には受付日と受付番号、検査結果が記

載されています。「陰性」は「HIV に感染していない」という意味です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 HIV に感染しないためには、コンドームを適切に使用する等の感染防御措置をしっ

かりと行うことが必要です。お渡しする紙には感染予防についても書かれていますの

で、参考にしてください。 
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 いかがでしたか？エイズは近年、多くの感染者・患者が報告されています。 

 しかも、実際の感染者数は報告されている数の数倍とも言われております。 

 近年の傾向としては、ＨＩＶ感染者は 20 代から 30 代が多数を占め、また、エイズ患

者は 20 代から 60 代に広く分布しています。 また、症状が出てから初めて感染が発

覚する患者の割合が高い傾向にあります。 

 日本では新規感染者の数が年々増えつづけ、数年以内に爆発的な増加があるの

ではないかと懸念されています。  

 感染拡大を防ぐには、早期発見が必要不可欠です。感染する可能性があった人は

検査を受けるようにしましょう。 

 


